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　　人ロの動き

一2月1日現在一

男5，024（一6）

女5080（土o）　　　　つ
計10，104（一6）
世帯数2，357（＋2）

　　（〉前月比較
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2月の休日救急医

　条下（院
　
所

　
　
療

医　
　
診

口　
　
手
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22日水沢診療所（土市）

　3月上旬の予定

1日至誠堂医院（西浦）
8日池　田　医　院（本町西）

襲
．

蝋

難

　
新
聞
で
も
テ
レ
ビ
で
も
、
報
道
の
ト

ッ
プ
は
豪
雪
の
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　
大
人
た
ち
は
、
憎
い
雪
と
の
闘
い
の

毎
日
に
、
い
さ
さ
か
バ
テ
ぎ
み
の
よ
う

で
す
。

　
し
か
し
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、

雪
は
親
し
い
友
だ
ち
な
の
で
す
。

　
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
ほ
ら
穴
が
あ
る

よ
、
探
険
し
ま
し
ょ
う
。
」

　
土
曜
日
の
受
業
を
終
え
、
楽
し
い
雪

と
の
遊
び
が
、
ま
た
始
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
／
　
（
上
野
で
撮
影
）
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「
酷

謙
」

　
第
一
回
町
議
会
臨
時
会
が
先
月
十
七
日
に
、
続
い
て
第
二
回
臨

時会が

二
十
九
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
第
一
回
目
は
、
白
倉
簡
易
水
道
の
契
約
変
更
な
ど
を
行
う
た
め
、

町
長
が
直
接
招
集
し
ま
し
た
が
、
第
二
回
目
は
、
議
員
側
か
ら
会

議
に
か
け
る
事
が
ら
（
豪
雪
災
害
対
策
の
件
で
）
が
あ
る
と
し
て

請
求
し
、
町
長
が
こ
れ
を
受
け
て
招
集
し
た
も
の
で
す
。

白
倉
簡
水
工
事
は

　
　
　
　
一
億
六
千
五
百
万
円
余

囹
可
決
さ
れ
た
も
の

▽
白
倉
地
区
簡
易
水
道
工
事
請
負
契
約

の
変
更

　
白
倉
簡
水
工
事
は
、
北
栄
建
設
株
式

会
社
が
請
け
負
っ
て
い
ま
す
が
、
工
事

変
更
に
よ
り
、
四
百
十
一
万
五
千
円
を

増
加
し
て
、
契
約
の
金
額
を
一
億
六
千

▲役場の玄関には対策本部の看板が．
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豪雪災害対策

特別委員会を設置

五
百
十
一
万
五
千
円
に
し
て
い
ま
す
。

▽
昭
和
五
十
五
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　
百
六
十
二
万
四
千
円
を
追
加
し
て
、

総
額
は
二
億
二
千
二
百
九
十
六
万
一
千

円
で
す
。
白
倉
簡
水
施
設
整
備
費
と
し

て
国
庫
補
助
金
が
百
五
十
二
万
四
千
円

つ
き
ま
し
た
。

▽
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算　
特
別
交
付
税
の
三
千
五
百
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
二
十
五
億
六
千
二
十
四

万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
道
路
除
雪
費
に
二
千
三

百
万
円
、
予
備
費
に
千
二
百
万
円
を
追

加
し
て
い
ま
す
。

　
豪
雪
災
害
対
策
特
別
委
員
会
設
置
が

満
場
一
致
で
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
豪
雪
災
害
対
策
に
つ
い
て
、

九
人
の
委
員
か
ら
な
る
特
別
委
員
会
を

設
け
、
こ
れ
に
付
託
の
う
え
、
審
査
が

終
了
す
る
ま
で
継
続
し
て
行
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。

員委

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
小
川
　
清
次

副
委
員
長
田
中
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登
坂
　
　
茂

　
　
　
平
野
　
正
義

　
　
　
高
橋
弥
太
郎

　
　
　
水
品
正
一
郎

　
　
　
戸
田
　
哲
次

委
員
長
滋
野
　
一
郎

　
　
　
平
野
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一

み
　
ぞ
　
う

未
曾
有
の
豪
雪
は
、

大雪の記録

一金子幸作一

一
月
二
十
二
日

高
倉
で
四
・
五
五
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
を

記
録
し
た
。
過
去
に
も
例
が
あ
っ
た
か
、

資
料
や
文
献
に
目
を
通
し
て
も
雪
の
記

事
は
意
外
に
見
当
た
ら
な
い
。
昔
の
衆

は
雪
が
降
っ
て
も
そ
れ
が
当
然
と
思
い
、

現
代
の
よ
う
に
動
き
ま
わ
る
必
要
も
、

書
く
必
要
も
な
く
て
、
雪
と
と
も
に
生

き
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
知
れ
な
か

っ
た
。
今
回
は
、
数
少
な
い
資
料
か
ら

拾
っ
た
大
雪
の
記
録
を
紹
介
す
る
。

　
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
、
十
一

月
六
日
夜
か
ら
ド
カ
雪
が
見
舞
っ
た
。

　
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
、
庚
申
、

十
一
月
二
十
六
日
の
夜
、
紅
い
雪
が
降

り
そ
の
後
降
り
続
い
て
大
雪
と
な
っ
た
。

翌
春
、
雪
ど
け
に
雪
を
う
が
つ
と
、
地

表
か
ら
二
寸
が
氷
の
よ
う
に
固
か
っ
た
。

　
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
、
豪
雪
、

浅
間
山
の
噴
火
で
紅
い
雪
が
降
っ
た
。

　
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
、
大
き

な
地
震
の
中
で
十
月
一
日
に
初
雪
。

　
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
、
三
月
に

　
　
　
　
　
　
　
ま

な
っ
て
も
雪
降
り
荒
み
、
苗
代
期
が
き

て
も
消
え
ず
、
雪
中
馬
を
引
い
て
田
か

き
に
お
も
む
く
の
奇
観
を
演
じ
た
。
田

植
え
が
遅
れ
て
大
凶
作
、
村
々
で
挙
家

離
村
が
あ
い
次
ぎ
、
空
き
家
が
目
立
っ

た
。
上
野
村
で
は
四
十
余
人
が
餓
死
。

　
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
、
年
末

年
始
に
各
地
で
表
層
な
だ
れ
、
寺
石
村

で
六
戸
が
倒
壊
し
て
十
五
人
が
圧
死
。

　
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
、
十
月
十

七
日
に
初
雪
、
そ
の
後
薄
雪
が
続
い
て

喜
ん
だ
が
、
十
二
月
十
日
夜
か
ら
激
し

く
降
り
、
二
十
九
日
に
は
千
手
、
上
野
、

橘
で
通
路
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
。

　
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
、
九
月
十

七
日
に
三
寸
降
り
、
二
十
七
日
に
ま
た

降
雪
。
稲
実
ら
ず
凶
作
、
地
震
あ
り
。

　
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
、
霧
深
く

細
雨
し
き
り
、
上
野
村
に
大
火
が
あ
っ

て
五
十
四
戸
を
焼
失
し
た
。
こ
の
冬
大

雪
、
翌
春
は
雪
消
え
が
遅
く
、
五
月
か

ら
八
月
ま
で
長
雨
が
続
い
て
凶
作
、
六

月
に
は
高
嶺
に
降
雪
が
見
ら
れ
た
。

　
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
、
正
月

に
入
っ
て
ド
カ
雪
の
連
続
、
山
地
で
は

表
層
な
だ
れ
が
発
生
し
た
。
寒
い
冬
。

　
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
、
巳
の
冬

の
大
雪
、
春
が
こ
と
の
ほ
か
長
か
っ
た
。

　
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
、
一
月

末
の
寒
気
が
は
な
は
だ
し
く
て
近
年
に

な
い
豪
雪
と
な
っ
た
。
信
濃
川
の
洪
水

で
橘
村
の
内
島
が
欠
壊
、
浸
水
四
十
八

戸
。　

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
、
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽
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量雪積

罷腰斜鯛轟三噸皆三聰調鷲盤ミ轟誓盗

慰震糠貝撒藁糞
2・23　木落で71歳の男性、屋根の

　　　雪おろし中転落死

1・5　豪雪対策本部設置

1・11　県災害給与条例の適用

　　　（1月21日まで）
1・13　豪雪災害対策本部に切り替

　　　え
1・14　寺尾で幼稚園児（男）自宅前

　　　の池に落ち死亡

1・19　中仙田の5世帯25人、小脇

　　　の2世帯8人に、なだれの
　　　危険による避難勧告

1・21　災害救助法の適用（生活困

　　　窮者の障害物除去）

1・25　田戸の1世帯4人に、なだ
　　　れの危険による避難勧告

各地の積雪量
　　　　　　　午前9時現在（単位：㎝）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　o　　　　　　　　　o　　　　　　　　　曹　　　　　　　　o　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　9　　　　　　　曹　　　　　　甲　　　　　　一　　　　　　噸　　　　　甲　　　　　甲　　　　　一　　　　〇　　　　9　　　　一　　　冒　　　o　　　吟　　一　　一　　，　騨　一　甲
り〇一

月日 分遣所 白倉小 川西ダム 高倉小

55・12・14 10 12 12 25

56・1・1 170 218 220 208
1・5 210 242 257 265
1・13 370 400 400 440
1・22 387 448 420 455
1・31 372 423 393 415

や
雪
が
根
雪
と
な
り
、
冬
至
ま
で
に
除
雪

三
回
、
正
月
を
過
ぎ
て
四
回
除
雪
し
た
。

　
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
、
豪
雪
で

春
が
遅
く
、
三
月
に
も
除
雪
し
た
。

　
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
、
一
月
五

日
か
ら
降
雪
、
十
日
ま
で
に
丈
余
の
大

雪
と
な
っ
た
。
九
日
に
は
三
俣
村
で
大

な
だ
れ
が
発
生
し
た
。
秋
は
十
一
月
二

十
五
日
に
初
雪
、
水
稲
三
割
が
雪
の
下

敷
き
と
な
っ
た
。
年
内
に
四
回
除
雪
。

　
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
、
雪
消

え
が
遅
く
、
例
年
よ
り
十
五
日
遅
れ
て

平
場
の
県
道
を
雪
割
り
、
四
月
二
十
日

か
ら
二
十
五
日
ま
で
か
か
っ
た
。

　
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
、
十
二

月
二
十
五
日
、
か
き
落
と
す
よ
う
に
降

る
雪
の
中
を
、
大
正
天
皇
崩
御
の
悲
報

が
村
か
ら
村
へ
伝
わ
っ
た
。
昭
和
元
年

の
六
日
間
は
終
日
雪
に
見
舞
わ
れ
、
昭

和
二
年
に
は
近
来
ま
れ
な
豪
雪
と
な
っ

た
野
口
で
四
メ
ー
ト
ル
を
軽
く
超
え
た
。

　
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
、
雪
消
え

が
遅
く
て
春
蚕
の
飼
育
期
が
二
十
日
遅
圏

れ
た
。
川
西
自
動
車
商
会
の
乗
合
が
干

手
、
上
野
間
を
五
月
末
に
開
通
、
仙
田

線
は
六
月
十
日
か
ら
運
行
し
た
。

　
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
、
四
メ
ー

ト
ル
を
超
え
た
大
雪
で
一
月
に
三
回
、

二
月
に
三
回
除
雪
、
八
十
八
夜
に
上
野

の
田
原
で
残
雪
一
尺
余
を
記
録
し
た
。

　
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
、
上
野

小
学
校
校
庭
で
二
月
二
十
六
日
に
積
雪

四
・
二
五
メ
ー
ト
ル
を
記
録
、
彼
岸
に

入
っ
て
七
回
か
ら
八
回
目
の
除
雪
を
し

た
。　

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
、
元
日

の
夜
十
日
町
で
六
十
九
人
が
雪
害
死
。

こ
の
冬
積
雪
三
・
八
○
メ
ー
ト
ル
。

　
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
、
二
月

二
十
六
日
に
千
手
で
四
・
四
五
メ
ー
ト

ル
、
仙
田
山
地
の
積
雪
は
五
メ
ー
ト
ル

を
は
る
か
に
超
え
た
。
若
者
の
い
な
い

村
々
で
、
老
人
や
婦
女
子
が
戦
地
を
思

い
勝
利
を
信
じ
て
豪
雪
と
闘
っ
た
。

　
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
、
農

地
解
放
が
す
す
め
ら
れ
る
中
で
、
三
・

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
を
記
録
し
た
。

　
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
、
合

併
初
年
の
暮
れ
か
ら
ド
カ
雪
で
三
・
一

〇
メ
ー
ト
ル
を
記
録
、
松
葉
沢
の
な
だ

れ
で
赤
谷
の
二
人
が
雪
の
下
敷
き
と
な

っ
た
。

　
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
、
豪

雪
と
い
わ
れ
た
が
積
雪
二
・
三
〇
メ
ー

ト
ル
、
マ
ス
コ
ミ
で
よ
そ
が
騒
い
だ
。

　
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
、
小
雪

を
印
象
づ
け
た
が
、
後
半
に
な
っ
て
三

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
雪
と
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
、
千

手
で
積
雪
三
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
記
録
。

　
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
、
新

年
か
ら
ド
カ
雪
に
見
舞
わ
れ
、
一
月
七

日
以
後
バ
ス
が
町
か
ら
姿
を
消
し
た
。

こ
の
冬
千
手
で
積
雪
四
メ
ー
ト
ル
。

　
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
、
雨

続
き
で
暖
冬
を
思
わ
せ
た
が
一
月
下
旬

か
ら
ド
カ
雪
、
二
十
四
日
を
ピ
ー
ク
に

三
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
乞
記
録
し
た
。
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確
定
申
告
の

準
備
を
始
め
ま
し
よ
馳
つ

昭
和
五
十
五
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
書
は
二
月
一
日
か
ら
一
二
月
十
六
日
ま
で

の
間
に
、
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
二
月
十
六
日
か
ら
一
二
月
十
六
日
ま

で
の
間
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
申
告
相
談
会
場
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
い
時
間
待
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は

自
分
で
ご

　
税
務
署
で
は
、
所
得
や
税
額
の
計
算

の
し
か
た
、
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
に

つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
が
、

申
告
書
の
住
所
や
氏
名
、
扶
養
親
族
な

確定申告の出張相談

期　日 時間 会場 担当者

2月20日（金）

2月23日（月）

2月24日（火）

午前10時

　～

午後3時

川西町役場

税務署係官

3月4日（水）

3月5日（木）

総合センター

記
入
を

ど
ご
自
分
で
わ
か
る
箇
所
は
、
相
談
を

す
る
前
に
必
ず
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ

）
フ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　噌　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　〇　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　〇　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　　り　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　〇　　　　・　　　一　　　〇　　　一　　一　　〇　　■P　一　，　一
・一一

贈与税のかかる人
　
贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財

産
を
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る

税
金
で
す
。

　
財
産
の
贈
与
は
、
親
と
子
、

夫
と
妻
な
ど
の
よ
う
な
親
族

の
間
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
贈
与
税
が
か
か
る
こ
と

を
う
っ
か
り
し
て
い
た
と
い

う
人
が
お
い
で
で
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
中
に
も
ら

っ
た
財
産
の
合
計
額
が
六
十

万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
そ

の
額
か
ら
六
十
万
円
を
差
し

引
い
た
残
額
に
対
し
て
贈
与

税
が
か
か
り
ま
す
の
で
申
告

が
必
要
で
す
。
税
率
は
五
十

万
円
以
下
が
一
〇
パ
ー
セ
ン

ト
、
七
千
万
円
を
超
す
と
七

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
累
進
課
税

に
な
っ
て
い
ま
す
。

き
ζ
ζ
き
ξ
ζ
〃
萎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
万
円
を
超
え
る
人
、
二
か
所
以
上

確
定
申
告
が

　
　
必
要
な
人

　
次
の
よ
う
な
人
は
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
不
動
産
収
入

の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

な
ど
で
、
昭
和
五
十
五
年
中
の
所
得
の

合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
る
人
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
、
給
与
以

外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
。

圃
2

葡

納税は3月16日までに

　納税は申告期限と同じ3月16日

までにしなければなりませんが、

確定申告により税額の半分以上を

3月16日までに納付すれば、残額

は6月1日まで延納できます。た

だし、延納期間中年7・3％の利子

税がかかります。

振り替え納税はいかが

　税金も電気料や通話料などと同

じように、預金□座から自動的に

納めることができます。納める手

数が省け、たいへん便利です。

　手続きなど詳しいことは、預金

先の金融機関、または十日町税務

署へ。

還
付
を
受

　
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

書
は
、
二
月
十
五
日
以
前
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
確
定
申
告
を
す

れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

①
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

　
損
害
額
（
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

た
額
は
除
く
）
が
所
得
の
一
〇
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超

え
て
い
る
部
分
の
金
額
が
所
得
金
額
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

　
支
払
っ
た
医
療
費
（
保
険
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
た
額
は
除
く
）
が
所
得
の
五

パ
ー
セ
ン
ト
か
五
万
円
の
ど
ち
ら
か
低

い
方
の
金
額
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
超
え
て
い
る
部
分
の
金
額
が
所
得

金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
　
（
最
高
控

除
額
二
百
万
円
）

け
る
に
は

③
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅
を

購
入
し
た
と
き

　
工
事
完
了
ま
た
は
購
入
し
た
日
か
ら

六
か
月
以
内
に
入
居
し
、
引
き
続
い
て

居
住
す
る
こ
と
と
、
床
面
積
が
百
六
十

五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
す
。
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
千
円
、
居
住
し
た
年
か
ら
一
二
年
間

に
わ
た
っ
て
、
各
年
分
の
所
得
税
額
か

ら
最
高
三
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
住

宅
を
、
民
間
の
金
融
機
関
な
ど
か
ら
返

済
期
間
十
年
以
上
の
ロ
ー
ン
に
よ
っ
て

取
得
し
た
と
き
は
、
年
間
の
返
済
金
額

に
応
じ
て
、
さ
ら
に
最
高
三
万
円
が
三

年
間
に
わ
た
っ
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

④
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
再
就

職
し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
を
受

け
な
か
っ
た
と
き
。
な
ど
で
す
。
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台
し
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　申告相談は

最寄りの会場で

＋
－
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所
得
税
の
確
定
申
告
と

　
町
県
民
税
の
申
告
期
限
も
三
月
十
六

日
で
す
。
　
（
三
月
十
五
日
が
日
曜
日
の

た
め
）

　
町
県
民
税
の
申
告
は
、
今
年
の
一
月

一
日
現
在
川
西
町
に
住
ん
で
お
り
、
前

年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、
所
得
税

の
確
定
申
告
を
し
た
人
以
外
の
方
が
対

象
で
す
。

　
た
だ
し
、
給
与
所
得
だ
け
で
給
与
支

払
報
告
書
が
勤
め
先
か
ら
役
場
に
提
出

さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
告
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
申
告
書
や
記
入
の
手
び
き
は
、
後
日

嘱
託
員
さ
ん
に
お
願
い
し
、
配
布
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
記
入
方
法
は
例
年
の
と
お
り
で
す
が
、

不
明
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
申
告

相
談
会
場
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
相

談
日
は
手
び
き
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
確
定
申
告
を
行
う
方
で
、
農

業
所
得
（
白
色
）
が
あ
る
方
は
、
役
場

ま
た
は
相
談
会
場
で
農
業
所
得
の
計
算

を
し
て
か
ら
申
告
書
を
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。

（
》
（
》
、
）
ケ
老
〉
く
・
多
多
妻
（
§
￥
多
満
》
多
Y
峯
一

②
退
職
所
得
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
分
離
課
税
が
行
わ
れ
、
退
職
金
の
中

か
ら
税
金
が
引
か
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
退
職
金
の
あ
る
人
は
、
住
民
税
の

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
配
当
所
得
の
あ
る
人
で
、
所
得
税
で

源
泉
分
離
課
税
の
適
用
を
受
け
た
場
合

は
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

住
民
税
で
は
他
の
所
得
と
合
算
し
て
総

合
課
税
さ
れ
ま
す
か
ら
、
前
年
中
に
源

泉
分
離
課
税
の
配
当
所
得
が
あ
る
人
は
、

住
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国

　
住
民
（
町
県
）
税
申
告
と
の
違
い

①
所
得
税
に
お
い
て
は
、
給
与
所
得
以

外
の
所
得
が
二
十
万
円
以
下
の
場
合
は
、

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

住
民
税
で
は
、
源
泉
徴
収
制
度
を
と
っ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の

所
得
も
給
与
所
得
と
併
せ
て
申
告
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

▲
期
日
、
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十

日
ま
で
（
日
曜
日
除
く
）

▲
時
間
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

▲
場
所
、
税
務
課
の
窓
口
で

覚禾

　
　
申
告
・
納
付

　
　
　
な
ど
期
限
延
長

　
こ
の
た
び
の
豪
雪
に
よ
り
、
国
税
に

関
す
る
申
告
・
申
請
・
請
求
・
届
出
・

提
出
・
納
付
・
徴
収
の
期
間
が
次
の
よ

う
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

▼
延
長
す
る
期
間

　
昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
二
月

　
二
十
七
日
ま
で
に
提
出
、
ま
た
は
納

　
付
す
る
も
の

▼
期
限

　
昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
八
日

※
例
え
ば
、
二
月
十
日
期
限
の
源
泉
所

得
税
や
、
一
月
三
十
一
日
期
限
の
法
人

税
・
物
品
税
・
酒
税
な
ど
の
申
告
と
納

税
は
、
二
月
二
十
八
日
が
期
限
と
な
り

ま
す
。

　
詳
細
は
十
日
町
税
務
署
へ
。
a
O
二

五
七
五
－
二
－
三
一
八
一

「
き
ー
ん

協
二

ね

十
歳
で
す

国
民
年

　
二
十
歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し
て

多
く
の
権
利
と
義
務
が
生
ま
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
も
そ
の
一

つ
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、
商
工

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
者

と
、
そ
の
家
族
、
従
業
員
五
人
未
満

の
職
場
で
働
く
人
び
と
と
、
そ
の
家

族
の
た
め
に
国
が
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
も
う
二
千
八
百
万
人
が
加
入
し
、

六
百
万
人
近
く
が
年
金
を
受
け
て
お

り
、
わ
が
国
で
は
一
番
大
き
い
年
金

制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
満
一
年

保
険
料
を
皆
納
す
れ
ば
、
交
通
事
故

で
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
夫
に
死
な

鞠
齋

⑭
ら
田
『矧

噸

｛

＿』■「7∩

と髭
￥

1謎

熱，

弘
ー
〈
ー
し

　
9金

で
す

れ
て
未
亡
人
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
、

生
涯
を
障
害
年
金
や
母
子
年
金
で
保

障
さ
れ
ま
す
。
職
場
が
変
わ
れ
ば
、

ほ
か
の
年
金
に
通
算
さ
れ
て
、
掛
け

た
保
険
料
は
無
駄
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
最
低
二
十
五
年
の
保
険

料
を
納
め
る
と
、
隠
退
後
に
老
齢
年

金
を
受
け
て
、
し
っ
か
り
し
た
後
半

生
の
生
活
設
計
が
成
り
立
ち
ま
す
。

　
い
ま
す
ぐ
、
役
場
の
年
金
係
で
、

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

　
児
童
手
当
の
支
払
い

　
今
月
十
日
は
、
児
童
手
当
（
十
月

～
一
月
分
）
の
振
込
日
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

金
融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
三
人
を
養
育
し
て
い
る
父
親

に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
本
人
か
ら

届
出
の
あ
っ
た
日
（
該
当
す
る
日
）

の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
手
当
は
、
各
市
町
村

別
の
支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

受
給
者
が
転
出
さ
れ
る
場
合
は
、
必

ず
役
場
の
年
金
係
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
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グラフの見方
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

ロじ

…
　
前
号
に
引
き
続
き
、
五
十
四
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　

…
年
度
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
…

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

ほ

…
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ラ

…
　
今
回
は
、
特
別
会
計
に
つ
い
…

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

…
て
で
す
。
特
別
会
計
と
は
、
特
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

じ

…
定
の
事
業
を
行
う
場
合
や
、
特
曹

じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

リ

…
定
の
歳
入
を
特
定
の
歳
出
に
充
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
て
る
場
合
に
認
め
ら
れ
て
い
る
　
“

の　

…
も
の
で
す
。
町
に
は
六
つ
の
特
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ロ

…
別
会
計
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
・

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ほ

…
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
一

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

じ

『
－
・
．
o
．
．
o
．
・
l
I
l
‘
o
I
．
9
0
曾
o
l
o
I
o
5
．
0
9
曝
巳
1
9
1
1
．
曾
ー
ヂ

54年度

特別会計の

髪
　　　164，089干円

　　　　50．1％

162，325干円

　　49．9％

14，581干円

19，513千円

道

　
差
し
引
き
百
七
十
六
万
四
千
円
の
残
　
六
十
五
人
、
普
及
率
は
八
八
・
五
パ
ー

額
と
な
り
、
簡
易
水
道
事
業
で
は
ま
れ
　
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

水

に
み
る
黒
字
決
算
で
し
た
。
　
　
　
　
　
生
活
の
向
上
に
よ
っ
て
、
水
は
、
ま

　
こ
れ
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
多
額
の
　
す
ま
す
そ
の
需
要
の
度
合
い
を
高
め
て

易簡

繰
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
ま
す
が
、
橘
簡
　
　
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
普
及
率

水
の
拡
張
工
事
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
　
の
向
上
、
施
設
の
改
善
、
水
源
の
確
保

っ
て
、
上
水
道
を
含
め
た
給
水
世
帯
は
　
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
千
三
十
二
一
尺
給
水
人
口
八
千
九
百

二
千
九
百
八
十
四
万
二
千
円
の
差
引
　
　
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
年
は
、
比
較
的
被

済共

残
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
害
も
少
な
く
、
支
払
わ
れ
た
共
済
金
は

　
農
作
物
共
済
勘
定
（
水
稲
）
に
つ
い
　
　
二
百
三
十
戸
で
六
百
三
十
八
万
四
千
円

て
取
り
上
げ
ま
す
と
、
引
受
面
積
が
千
　
　
で
し
た
。

業

五
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
引
受
戸
数
は
千
　
　
　
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
災
害
に
対
し

四
百
五
十
五
戸
、
水
稲
共
済
の
掛
金
で
　
　
て
適
正
な
補
償
で
被
害
者
を
救
済
す
る

農

は
千
六
十
七
万
三
千
円
と
な
っ
て
い
ま
　
　
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
災
害
発
生

す
。
前
年
度
は
、
六
月
の
梅
雨
前
線
災
　
　
を
未
然
に
防
止
す
る
の
も
た
い
せ
つ
な

害
に
よ
り
、
多
額
の
共
済
金
が
支
払
わ
　
　
仕
事
で
す
。

診科歯

　
五
十
三
年
度
の
黒
字
決
算
か
ら
一
転
　
　
用
の
増
大
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

し
て
、
千
百
六
十
一
万
円
の
赤
字
決
算
　
　
　
明
る
く
健
康
な
歯
科
診
療
の
た
め
と
、

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
診
療
所
　
　
理
解
願
え
た
ら
幸
い
で
す
。

施
設
の
整
備
や
医
師
の
増
員
に
よ
る
費

診

　
歳
入
千
四
百
五
十
八
万
一
千
円
、
歳
　
　
て
、
地
域
の
方
々
の
健
康
と
医
療
を
守

出
千
九
百
五
十
一
万
三
千
円
で
、
差
し
　
　
る
た
め
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
の
が

き

引
き
四
百
九
十
三
万
二
千
円
の
不
足
と
　
　
こ
の
へ
き
地
診
療
所
で
す
。
道
路
状
況

へ

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
よ
く
な
り
、
冬
場
も
安
心
し
て
診
て

　
仙
田
地
区
の
唯
一
の
医
療
機
関
と
し
　
　
い
た
だ
け
ま
す
。

設施

　
診
療
所
運
営
の
会
計
が
こ
の
施
設
勘
　
　
五
十
四
年
度
収
支
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
き
地
診
療
所
を
掛
け
持
ち
と
い
う

●保国

　
差
し
引
き
九
百
三
十
五
万
六
千
円
の
　
　
困
難
の
状
態
の
中
で
、
皆
さ
ん
の
健
康

う
ち
、
前
年
度
よ
り
の
繰
越
金
九
百
三
　
　
を
守
る
た
め
、
昼
夜
診
療
活
動
を
行
っ

十
五
万
二
千
円
を
引
い
た
四
千
円
が
、
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
一
月
一
日
か
ら
施
行

　
遺
産
を
子
供
と
と
も
に
相
続
す
る
場

合
、
配
偶
者
の
相
続
分
が
三
分
の
一
か

ら
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、

「
民
法
及
び
家
事
審
判
法
」
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
一
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
係
の
深
い
主

な
改
正
点
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

配
偶
者
の
相
続
分
が

　
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　
配
偶
者
の
相
続
分
が
、
子
と
と
も
に

相
続
す
る
と
き
は
遺
産
の
二
分
の
一
（

今
ま
で
は
三
分
の
一
）
、
被
相
続
人
（

死
亡
し
た
人
）
の
直
系
尊
属
（
両
親
）

と
と
も
に
相
続
す
る
と
き
は
三
分
の
二

（
同
二
分
の
一
）
、
被
相
続
人
の
兄
弟

姉
妹
と
と
も
に
相
続
す
る
と
き
は
四
分

の
三
（
同
三
分
の
二
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
（
民
法
第
九
〇

〇
条
）
。

　
同
時
に
、
配
偶
者
に
対
す
る
相
続
税

に
つ
い
て
も
、
そ
の
相
続
額
が
遺
産
の

二
分
の
一
以
下
（
今
ま
で
は
三
分
の
一

以
下
）
ま
た
は
四
千
万
円
以
下
の
場
合

は
、
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
（
相
続
税
法
第
一
九
条
の
二
）
。
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出歳

業事●保国

　
国
保
事
業
勘
定
は
、
国
保
に
加
入
し

て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
保
険
料
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
、
医
療
費
の
必
要
な
人
に

給
付
す
る
“
相
互
扶
助
”
が
目
的
の
も

の
と
い
え
ま
す
。

　
決
算
額
は
、
千
九
十
五
万
九
千
円
の

黒
字
で
す
が
、
基
金
繰
入
五
百
五
十
万

円
を
差
し
引
い
た
五
百
四
十
五
万
九
千

円
が
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
加

入
は
、
千
四
百
八
十
世
帯
の
五
千
百
四

十
二
人
で
し
た
。
一
人
当
た
り
の
保
険

料
は
、
二
万
六
千
二
百
六
円
と
な
り
ま

す
。

　
歳
入
は
、
保
険
料
が
三
二
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
、
国
庫
支
出
金
が
六
一
二
・
○
パ

セ
ン
ト
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
保
険
料
給
付
費
が
九
六

．
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
人
当
た
り
に
し

ま
す
と
七
万
三
千
三
百
六
円
に
な
り
ま

す
。

　
年
々
膨
張
す
る
給
付
額
は
、
保
険
料

の
引
き
上
げ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
現
状
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
適
正

受
診
に
よ
る
医
療
費
の
節
約
と
、
国
県

の
財
政
措
置
の
改
善
が
望
ま
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

川
西
高
校
勢
ス
キ
ー
で
大
活
躍

　
全
国
高
等
学
校
ス
キ
i
大
会
新
潟
県

予
選
は
、
先
月
十
九
日
か
ら
二
十
三
日

ま
で
、
小
千
谷
市
の
山
本
山
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
選
手
が
二

月
十
二
日
か
ら
十
七
日
の
間
、
富
山
県

大
山
町
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

◇
個
人
男
子
十
五
キ
ロ

・
春
日
勝
男
（
三
年
・
吉
田
中
）
・
…
・
・

県
予
選
四
位

・
酒
井
正
志
（
三
年
・
吉
田
中
）
…
…

県
予
選
五
位

◇
個
人
女
子
十
キ
ロ

・
生
越
千
代
美
（
一
年
・
下
条
中
）
…

…
県
予
選
二
位

　
．
大
渕
由
美
子
（
一
年
・
下
条
中
）
…

…
県
予
選
十
一
位

◇
リ
レ
i
男
子
（
一
人
十
キ
ロ
）

・
春
日
勝
男
・
酒
井
正
志
・
馬
場
禎
光

　
（
三
年
．
吉
田
中
）
・
市
川
伸
（
二

年
．
川
西
中
）
…
…
県
予
選
二
位

◇
リ
レ
ー
女
子
（
一
人
五
キ
ロ
）

・
大
渕
由
美
子
・
生
越
千
代
美
・
八
島

弥
生
（
一
年
・
十
日
町
中
）
・
丸
山
千

華
子
（
一
年
・
川
西
中
）
…
…
県
予
選

三
位

　
ま
た
、
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

新
潟
県
予
選
は
、
先
月
二
十
六
日
か
ら

『
三
十
日
ま
で
、
妙
高
・
池
の
平
で
開
か

れ
、
次
の
選
手
が
、
二
月
二
十
一
日
か

ら
二
十
四
日
ま
で
行
わ
れ
る
妙
高
国
体

出
場
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

◇
個
人
男
子
十
五
キ
ロ
（
成
年
）

・
酒
井
正
志
…
…
県
予
選
二
位

・
春
日
勝
男
…
…
県
予
選
三
位

◇
リ
レ
ー
男
子
（
少
年
）

・
春
日
勝
男
・
酒
井
正
志
…
…
川
酉
・
同

校
チ
ー
ム
が
県
予
選
三
位
と
な
り
、
こ

の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

女
子
も
川
西
高
校
チ
ー
ム
が
県
予
選

二
位
で
し
た
が
、
選
出
は
お
り
ま
せ
ん
。

56
年
度
の
農
業
賃
金

く
⑨
男
子
（
一
日
）
　
　
四
、
九
〇
〇
円

◇
女
子
（
一
日
）
　
　
四
、
二
〇
〇
円

　
こ
れ
は
、
四
月
一
日
か
ら
の
町
の
農

業
賃
金
で
す
。
あ
く
ま
で
も
標
準
賃
金

で
す
の
で
、
地
区
の
実
情
な
ど
に
よ
り

変
更
も
あ
り
ま
す
．
　
　
」

織
物
業
の
最
低
工
賃
改
正

　
織
布
の
業
務
に
従
事
す
る
家
内
労
働

者
に
適
用
す
る
最
低
工
賃
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
二
月
九
日
か
ら
別
表
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

十日町絹織物業に係る織布の業務

品　　　　　　　　　　　目
規　　　　　　格

金　　額
幅 仕上げ長さ

　つむ窒　たて　　ホニ　かぴり
　　紬　経　緯　耕

（横一返しのものに限る。） 37．5センチ

メートル

12．5メートル 3，800円

　　　　　　は　　　して・（
　　　　絞　羽　尺　コ　ー　ト
　　　　　　　　　　えぬ，（三幅織機によるもので、かつ絵椋組織のものに限る。）

9メートル 970円

小千谷織物業に係る織布の業務

品　　　　　　　　　　　目
規　　　　　　　格

金　　額
幅 仕上げ長さ

皇　　　　　2，た　　　　かすり

真　　綿　　緋
37．5センチ

メートル

12．5メートル

4，500円

　　　　　か■　り　　麻　　　　　耕
（足踏み織機によるものに限る。〉

41．3センチ

メートル 3，500円

「
寄
与
分
制
度
」

　
　
　
　
　
　
を
　
新
　
設

　
寄
与
分
制
度
と
は
、
亡
く
な
っ
た
人

の
財
産
を
維
持
し
た
り
増
や
し
た
り
す

る
の
に
努
力
し
た
相
続
人
に
対
し
、
そ

の
分
を
“
ご
苦
労
賃
”
と
し
て
上
積
み

し
て
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
農
家
や
商
店
な
ど
で
、
長

年
、
父
を
助
け
て
家
業
を
続
け
て
き
た

息
子
が
、
父
の
遺
産
を
相
続
す
る
場
合
、

寄
与
分
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
寄
与
分
の
額
は
、
相
続
人
全
員
の
話

し
合
い
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
折
り
合
い
が
つ
か
な
い
と
き
は
、

寄
与
し
た
相
続
人
の
請
求
（
申
立
て
）

に
よ
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
が
寄
与
分
を

定
め
ま
す
。
（
民
法
第
九
〇
四
条
の
二
）
．

兄
弟
姉
妹
の

　
　
　
代
襲
相
続
は
制
限

　
被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
が
相
続
人
で

あ
る
場
合
の
代
襲
相
続
人
は
、
兄
弟
姉

妹
の
子
（
被
相
続
人
の
お
い
、
め
い
）

に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（

民
法
第
九
〇
一
条
第
二
項
）
。

　
「
遺
留
分
」
。
が

　
　
引
き
上
げ
に

　
配
偶
者
の
相
続
分
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
遺
留
分
に
つ
い
て
も
、

相
続
人
中
に
配
偶
者
が
含
ま
れ
る
場
合

は
、
す
べ
て
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
（
民
法
第
一
〇
二
八
条
）
。
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小売価格の
据え置き、害

町
商
工
会
加
盟
百
二
十
店
で

　
“
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。
願
っ
て
ま
す
。
物
価
の
安
定
”
1

を
キ
ヤ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
に
、
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
に
関
係
の
深

い
商
品
な
ど
に
つ
い
て
、
値
段
の
据
え
置
き
を
中
心
と
し
た
「

物
価
安
定
推
進
運
動
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
商
工
会
加
盟
の
各
商
店
で
は
、
生
活
物
資
の
自
主
的

な
価
格
の
据
え
置
き
、
割
引
の
運
動
を
三
月
末
ま
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
先
．
こ
ろ
政
府
が
決
定
し
た
緊
急
物
価
対
策
の

一
環
と
し
て
、
通
産
省
、
経
済
企
画
庁
、
中
小
企
業
庁
、
各
都

道
府
県
、
各
市
町
村
の
後
援
で
、
小
売
商
業
関
係
諸
団
体
の
協

賛
の
も
と
、
全
国
の
商
工
会
議
所
、
商
工
会
が
主
催
し
て
行
う

も
の
で
、
川
西
町
商
工
会
の
参
加
商
店
は
約
百
二
十
店
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
が
、
そ
の
店
独
自
の
判
断
で
選
ん
だ

商
品
の
値
段
を
据
え
置
く
か
、
割
り
引
く
も
の
で
、
一
目
で
消

費
者
に
分
か
る
よ
う
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
運
動
の
参
加
商
店
に
は
、
写
真
の
よ
う
な
全
国

統
一
の
ポ
ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
が
は
ら
れ
て
い
ま
す
。

鯛

獺

かんぱづζ蒙す簾づζ蒙す

　物髄の鍵驚

　
昭
和
二
十
年
以
来
の
大
雪
の
た
め
、

連
日
の
除
雪
作
業
な
ど
で
お
疲
れ
の
こ
，

と
と
思
い
ま
す
が
、
冬
期
間
は
、
火
災

の
発
生
が
最
も
多
い
季
節
で
す
か
ら
、

火
の
元
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
今
年
の
よ
う
に
豪
雪
の
年
は
、

い
っ
た
ん
火
災
が
発
生
す
れ
ば
、
消
火

ど
こ
ろ
か
逃
げ
場
も
な
い
状
態
で
、
危

険
が
い
っ
ば
い
で
す
。

恐
ろ
し
い

冬
場
の
火
災

昨
年
は
、
二
月
に
野
口
で
雪

の
た
め
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
爆
発

し
て
、
家
屋
が
半
壊
す
る
と
い

う
恐
ろ
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
十
二
月
に
は
中
仙

田
で
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら

台
所
が
全
焼
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
記
憶
に
新
し
い
原
田
の

火
災
は
、
全
焼
の
う
え
に
死
傷

者
ま
で
で
た
痛
ま
し
い
事
故
で

し
た
。

総
合
共
済
で

　
自
然
災
害
に
対
応
を

建物共済

　
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
が
あ
る
た

び
に
、
建
物
共
済
に
は
十
分
加
入
さ
れ

て
い
た
か
ど
う
か
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

不
幸
中
の
幸
い
と
で
も
い
え
ま
し
ょ
う

か
、
昨
年
事
故
に
あ
わ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

い
ず
れ
も
建
物
共
済
に
高
額
加
入
さ
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
早
速
共
済
金
を
お

支
払
い
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
見
舞
い
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
雪
の
た
め
、
各
地
で
な
だ
れ

が
発
生
し
て
、
多
く
の
犠
牲
者
が
で
て

い
ま
す
が
、
家
屋
を
自
然
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
は
、
総
合
共
済
に
加
入
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
な
だ
れ
の
ほ
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
山
く
ず
れ
、
風
水

こ備えて

加入のおすすめ
万
高

害
な
ど
の
恐
れ
が

あ
る
建
物
は
、
こ

の
際
、
総
合
共
済

に
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

高額加入で

わが家を守ろう

建
物
共
済
は
、

建
物
の
ほ
か
に
生

活
に
必
要
な
家
具
類
な
ど
も
補
償
し
ま

す
か
ら
、
新
築
家
屋
で
は
二
千
五
百
万

円
く
ら
い
、
か
な
り
古
い
家
で
も
二
千

万
円
く
ら
い
は
加
入
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
部
落
の
共
済
連
絡
員
か
、
直
接
役

場
の
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
百
万
円
当
た
り
の
掛
金
は
、

別
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
が

家
を
守
る
た
め
、
高
額
加
入
を
さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

（100万円当たり）

》
　
瞬
の
う
ち
に
灰
に
な
る

建物共済掛金表
種　　類 掛金額 適　　用　　物　　件

普通物件 　円1，200
一般住宅・農作業場・公民館
車庫など

特殊物件 1，900
共同作業場・店舗・事務所・
神社など

総合共済 4，800
なだれなど自然災害に、どんな
建物でも適用（500万円まで）

注耐火造は掛金が安くなります。飲食店、加工場などは割
　増しとなります。
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交
通
災
害
共
済
に

家
族
そ
ろ

　
　
　
　
加
入

っ
て

し
ま
し
ょ
ヤ
つ

一
日
一
円
の
安
い
会
費

見
舞
金
は
最
高
百
万
円

　
一
日
一
円
の
安
い
掛
金
で
お
互
い
が
　
　
千
四
百
三
十
四
人
、
加
入
率
八
三
・
二

助
け
合
い
、
万
一
の
場
合
最
高
百
万
円
　
　
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
見
舞
金
の
給
付
状

の
見
舞
金
が
受
け
ら
れ
る
交
通
共
済
制
　
　
況
は
、
二
十
七
件
で
三
百
三
十
二
万
円

度
も
、
年
々
皆
さ
ん
の
認
識
が
高
ま
り
、
　
　
（
五
十
五
年
十
二
月
末
現
在
）
と
た
い

加
入
率
も
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
　
　
へ
ん
多
く
の
方
々
に
給
付
さ
れ
て
い
ま

五
十
主
年
度
の
川
西
町
の
加
入
者
は
八
　
　
す
。
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▲沖立の柄沢紋治さんは健康そのもの．

　今年、米寿（88歳）を迎えられた方は、明治27

年に生まれた次の14名の方々です。

　1月6日に、町長がそれぞれのお宅を訪間し、

記念の座ぶとんをお贈りしました。
　
　
　
さ
て
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
加
入
者

　
　
の
募
集
は
、
た
だ
い
ま
町
内
の
嘱
託
員

　
　
さ
ん
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在

　
　
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
三
月
末
日
で
共

　
　
済
期
間
が
終
了
し
ま
す
の
で
、
引
き
続

　
　
き
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
す
る
と

　
　
と
も
に
、
未
加
入
の
方
に
つ
い
て
も
こ

　
　
れ
を
機
会
に
加
入
さ
れ
る
よ
う
ご
案
内

　
　
し
ま
す
。
会
費
ほ
お
と
な
も
こ
ど
も
も

　
　
一
律
年
間
三
百
五
十
円
で
す
。
い
つ
ど

　
　
こ
で
ど
ん
な
か
た
ち
で
交
通
事
故
に
あ

　
　
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
そ
ろ
っ
て

　
　
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
な
お
、
こ
の
制
度
の
詳
し
い
こ
と
や

　
　
加
入
、
見
舞
金
請
求
手
続
き
な
ど
に
つ

　
　
い
て
は
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
役
場
住

　
　
民
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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敬
称
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
）
内
は
世
帯
主

茂
野
　
ギ
ン

南
雲
　
モ
ト

阿
部
　
ト
ワ

保
坂
チ
ャ
ウ

柄
沢
　
紋
治

藤
巻
　
力
雄

星
名
佐
藤
治

小高丸丸星佐若
川橋山山野藤山

駒キクハヤセ千藤力紋ヤトモギ
治クメツスツ蔵治雄治ウワトン
　　パ　 　　　　　　　　　 　　パ　　　　　　　 　　パ
昊清　ケー寅三佐力悌五謙利幸
　　繁　　　　藤　　郎
栄治　イ平夫蔵治雄二作吉一雄ロ　レ　レ　ロ　レ　レ　レ　レ　レ　レ　レ　レ　レ　レ

岩室中根野仁新　上　沖田四発
　　仙　　　町〃　〃　中郎電
瀬島田深口田新　野　立町兼所
　　　　　　田　　　　　　通
　　　　　　　　　　　　　東
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雛オっ
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箋自の
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鰻
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℃ρ9一

寒噺撫癬

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
を

神
社
の
名
物
に

木
落
田
ロ
正
美
さ
ん

　
田
口
さ
ん
は
冬
の
さ
な
か
に
キ
ノ
コ

と
り
を
し
た
。
そ
れ
も
は
し
ご
を
使
っ

て
で
あ
る
。

　
田
口
さ
ん
宅
を
訪
問
し
た
の
が
先
月

の
二
十
八
日
。
こ
の
日
は
久
し
ぶ
り
に

日
の
差
す
日
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
キ
ノ
コ
は
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
だ

っ
た
。
前
日
の
二
十
七
日
に
キ
ノ
コ
を

と
っ
た
が
、
い
き
さ
つ
を
話
さ
れ
た
。

　
場
所
は
木
落
の
三
島
神
社
境
内
で
あ

る
。
去
年
の
九
月
ご
ろ
保
育
園
児
を
送

り
迎
え
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
ケ
ヤ
キ

に
出
て
い
る
こ
の
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
を

見
つ
け
話
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈

ケ
ヤ
キ
は
樹
齢
二
百
年
と
田

口
さ
ん
は
ふ
む
。
地
上
十
五

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
と
こ
ろ

に
出
て
い
た
そ
う
だ
。

　
「
大
雪
の
お
か
げ
で
と
る

こ
と
が
で
き
た
ん
だ
て
エ
」

　
こ
の
あ
た
り
は
国
道
の
雪

を
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
押
し
出

し
た
と
こ
ろ
で
、
雪
の
高
さ

は
七
メ
ー
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
ヘ
ァ
ル
、
・
・
ば
し
．
こ
を
か
け
て
の
悪
戦

苦
闘
の
作
業
だ
っ
た
ら
し
い
。

　
「
の
こ
ぎ
り
で
ひ
い
て
み
た
が
カ
チ

カ
チ
に
凍
っ
て
い
て
う
ま
く
い
か
な
い

で
、
バ
ー
ル
と
げ
ん
の
う
を
使
い
や
っ

と
と
っ
た
が
、
重
た
く
て
の
オ
」

　
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
を
計
っ
て
み
る
と
、

な
ん
と
、
幅
は
三
十
ニ
セ
ン
チ
か
け
る

二
十
三
セ
ン
チ
、
厚
み
は
十
七
セ
ン
チ
。

目
方
が
こ
の
と
き
で
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

色
は
木
の
は
だ
の
よ
う
で
、
年
輪
の
よ

う
な
模
様
が
あ
る
。
五
十
く
ら
い
ま
で

は
数
え
ら
れ
た
が
、
あ
と
は
細
か
で
わ

か
ら
な
く
な
る
。
内
側
は
白
い
。

　
「
神
社
の
木
に
出
て
い
た
の
だ
か
ら

箱
で
も
作
り
、
盆
ご
ろ
に
神
社
へ
奉
納

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
て
エ
」

　
箱
を
作
る
く
ら
い
は
朝
飯
前
、
田
口

さ
ん
は
大
工
さ
ん
だ
か
ら
。

　
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
は
ガ
ン
に
き
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ム
も
ロ
つ

い
う
。
三
島
神
社
に
詣
で
る
人
が
増
え

る
の
で
は
。

「
で
っ
か
い
で
し
ょ
う
」
と
田
□
さ
ん
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ヤ

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
津
南
町
下
船
渡
）
で
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◎
募
集
の
基
本
方
針

　
老
人
を
理
解
し
、
温
か
い
愛
情
を
も

っ
て
介
護
し
て
く
だ
さ
る
方
を
求
め
ま

す
。

◎
募
集
職
種
と
人
員

十日町市高等職業訓練校
〃ノ〃〃〃〃〃〃z〃〃ノ〃〃〃z〃〃〃〃ノ〃ノ〃〃〃〃z〃〃1耀〃協z〃〃〃z〃〃！〃”7ア

訓練生を募集中

憲r恵福園」で
薗職員募集

○
生
活
指
導
員
・
男
一
人
、
○
事
務
員

・
女
一
人
、
○
看
護
婦
・
女
三
人
、
○

寮
父
母
・
男
一
人
、
女
十
五
人
、
○
栄

養
士
・
一
人
、
○
調
理
員
・
三
人
、
○

介
助
員
・
男
一
人
、
○
用
員
・
男
一
人
、

◎
受
験
資
格

　
中
魚
沼
郡
・
十
日
町
市
に
住
所
ま
た

は
本
籍
が
あ
り
、
通
勤
可
能
の
人

◎
受
験
手
続

○
申
込
童
丁
所
定
の
申
込
書
に
本
人

　
自
筆
に
よ
り
申
し
込
む

○
申
込
先
－
津
南
町
大
字
下
船
渡

　
津
南
町
役
場
内
　
社
会
福
祉
法
人

　
つ
な
ん
福
祉
会
事
務
局
　
〒
九
四
九

　
－
八
二
　
盈
〇
二
五
七
六
－
五
－
三

　
一
コ
内
線
一
六

〇
締
め
切
り
　
　
三
月
二
十
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
役
場
社
会
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　
　
市
）

公
民
館
だ
よ
り

◎十日町市高等職業訓練校とは！

　十日町市内の建築組合の事業主が中心とな

り、建築に関する技能などの習得により、地

域産業の発展に努めていただくことを目的と

して、新潟県知事の認定を受け、昭和34年に

設立された職業訓練校です。

◎申込受付　3月15日まで（申込用紙は訓練

　校にあります）

◎申込み先　十日町市本町6丁目、十日町市

　高等職業訓練校（盈02575－2－3803番）

※転職訓練は、十日町公共職業安定所へ

期　日 学級講座名 学習内容 学習時間 会　　場

月　日

2．16
田中婦人学級 郷土の歴史

　午　後
7：30～91：30

田中公民館

2．26 青　年　学　級 講　　　　話 〃 総合センター

3．　1 青　年　学　級 閉　　級　　式 〃 総合センター

3．　6 新町家庭教育学級 閉　級　　式 〃 新町公民館

3．10 元町家庭教育学級 閉　　級　　式 〃 元町集会所

3．12 千手婦人学級 閉　級　　式 〃 総合センター

3．16 田中婦人学級 閉　級　　式 〃 田中公民館

区分 訓　練　科　名 定員 訓練期間

養
　
成
　
訓
　
練

建　　築　　科

（普通訓練課程）

　人

20
3　か　年

（4月～11月）

建築製図科
（専修訓練課程）

30
6　か　月

（4月～9月）

和文タイプ科
　（新設予定）

昼間

10
6　か　月

（4月～　9月）

夜間

10
6　か　月

（4月～　9月）

成
人
訓
　
練

経理事務科 30
6　か　月

（4月～10月）

転
職
訓
練

建　　設　　科

　（型わ　く）
30

3　か　月

（1月～　3月）

配　　管　　科

　（新設予定）
30

3　か　月

（6月～　9月）

個
人
住
宅

　
　
　
　
建
設
資
金

　
　
申
し
込
み
受
け
付
け

◎
受
付
期
日
　
二
月
二
十
六
日
ま
で

◎
選
定
方
法
　
先
着
順
で
選
定

◎
申
込
場
所
　
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機

　
　
　
　
　
　
関

　
詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北

関
東
支
所
費
〇
二
七
二
－
三
二
－
六
六

五
五
ま
た
は
、
お
近
く
の
公
庫
業
務
取

扱
金
融
機
関
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
立
新
潟
高
校

通
信
制
の
生
徒
募
集

　
高
等
学
校
通
信
制
は
、
主
と
し
て
自

宅
で
受
け
る
通
信
教
育
に
よ
っ
て
四
年

以
上
在
学
し
、
所
定
の
単
位
を
取
得
す

れ
ば
高
等
学
校
卒
業
資
格
が
取
れ
る
制

度
で
す
。

⇔
応
募
資
格
中
学
校
卒
業
ま
た
は
こ

　
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
の
あ
る
人
（

　
年
齢
は
間
わ
ず
）

⇔
募
集
コ
ー
ス

　
卒
業
コ
ー
ス
　
高
校
卒
業
資
格
取
得

　
　
　
　
　
　
　
が
目
的
の
人

　
編
入
コ
ー
ス
　
高
校
中
退
の
人
で
編

　
　
　
　
　
　
　
入
学
希
望
の
人

　
科
目
別
コ
ー
ス
　
一
部
科
目
の
み
履

　
　
　
　
　
　
　
習
を
希
望
す
る
人

⇔
願
書
受
付
　
二
月
二
十
日
か
ら
四
月

　
十
日
ま
で

⇔
選
抜
方
法
　
出
身
中
学
校
（
高
校
）

　
か
ら
提
出
さ
れ
る
書
類
を
主
に
選
考

　
し
、
試
験
は
行
わ
な
い
。

ゆ
入
学
案
内
と
願
書
の
請
求

　
返
信
用
封
筒
（
あ
て
名
明
記
）
に
七

　
十
円
切
手
を
は
り
次
の
と
こ
ろ
へ
。

　
〒
胴
新
潟
市
関
屋
下
川
原
町
二
丁
目

　
六
一
二
五
番
地
　
新
潟
県
立
新
潟
高
等

　
学
校
通
信
制
　
8
0
二
五
二
－
六
六

－
五
二
六
八

“
砂
防
事
業
百
年
”

　
　
記
念
写
真
募
集

　
明
治
十
四
年
に
砂
防
事
業
が
都
道
府

県
で
着
手
さ
れ
、
百
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
砂
防
事
業
百
年
記
念
新
潟
県
実
行

委
員
会
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
い
ろ

い
ろ
の
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
砂
防
関
係
の
写
真
を
募
集

し
、
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
し
ど

し
応
募
く
だ
さ
い
。

⇔
応
募
規
定

qD
内
容
　
砂
防
・
地
す
べ
り
、
急
傾
斜

　
　
　
　
地
な
ど
に
関
す
る
も
の

ラ像
応
募
期
限
　
四
月
三
十
日
ま
で

③
規
格
　
四
ッ
切
以
上
、
白
黒
・
カ
ラ

　
　
　
　
ー
ど
ち
ら
で
も
可

㈲
提
出
先
　
新
潟
県
土
木
部
砂
防
課
（

　
　
　
　
〒
鰍
新
潟
市
学
校
町
1
の
鯉
）

　
　
　
　
最
寄
り
の
土
木
事
務
所

※
応
募
作
品
は
返
還
し
ま
せ
ん

ゆ
表
彰
　
最
優
秀
賞
一
点
・
優
秀
賞
二

　
　
　
　
点
・
佳
作
三
点
・
参
加
賞
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次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
母
カ
ウ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
羽
鳥

栄
一
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
三
万
円

※
長
男
照
芳
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た

福
崎
光
政
さ
ん
（
寺
尾
）
か
ら
二
万

円
※
母
モ
ヨ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
貴
田

杉
松
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
五
万
円

※
父
権
三
郎
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
金

子
幸
作
さ
ん
（
岩
瀬
）
か
ら
五
万
円

※
母
ッ
ヤ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
高
橋

耕
一
さ
ん
（
神
社
町
）
か
ら
一
二
万
円

※
上
町
の
清
水
道
晃
・
道
亘
君
の
兄
弟

　
か
ら
お
年
玉
の
一
部
を
と
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
●

雪
ま
つ
り
は

バ
ス
の
利
用
を

　
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
は
、
二
月
十
四

．
十
五
日
に
予
定
ど
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
豪
雪
の
た
め
駐
車
場
が
確
保

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
バ
ス
を
利
用
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

⇔
十
四
日
（
土
）
夜
の
臨
時
バ
ス
　
本

町
二
丁
目
発
2
0
時
1
0
分
・
2
0
分
・
3
0
分

こ

付

あ
り
が
と
う
こ
ざ
㌧
ま
し
た

幽

般
寄
付
金

・
丸
山
工
務
所
か
ら
百
万
円

・
大
和
伸
管
所
か
ら
百
万
円
（
創
立
三

十
周
年
を
記
念
し
て
）

國
豪
雪
見
舞
寄
付
金

．
第
四
銀
行
か
ら
五
万
円

・
ジ
ャ
ル
コ
か
ら
十
万
円

．
新
潟
相
互
銀
行
か
ら
五
万
円

・
全
国
町
村
会
か
ら
一
二
万
円

・
県
町
村
会
か
ら
一
二
万
円

　
　
　
　
　
　
　
●

頭
上
に
電
線

　
　
　
ご
注
意
を
〃
“

　
豪
雪
に
よ
り
、
電
線
が
雪
お
ろ
し
の

支
障
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
歩
く
の

に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ

ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
電
力
の
安
定
供
給
、
電
気
安
全
の
た

め
に
、
電
線
へ
の
接
触
断
線
、
電
柱
へ

の
圧
雪
折
損
な
ど
の
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
十
分
注
意
願
い
ま
す
。
万
一
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
ら
、
直
ち
に
最
寄

り
の
東
北
電
力
事
業
所
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
東
北
電
力
か
ら
〉
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雪
の
克
服
は

み
ん
な
の

　
　
　
　
協
力
で

　
先
月
の
十
五
日
、
役
場
付
近
は
三
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン

チ
の
積
雪
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
こ
の
家
で
も
小
正
月
を
返

上
し
て
屋
根
の
雪
お
ろ
し
に
勢
を
だ
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
夜
も
、
千
手
地
内
で
は
県
道
の
排
雪
作
業
が
続
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
当
葉
材
木
店
さ
ん
前
の
信
号
機
の
と
こ
ろ
に
立
ち
、
排

雪
の
様
子
を
見
て
き
ま
し
た
の
で
感
じ
た
ま
ま
に
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
作
業
開
始
は
午
後
六
時
か
ら
で
し
た
。
少
し
前
に
役
場

を
出
発
し
ま
し
た
が
、
県
道
に
面
し
て
い
る
家
で
は
、
排

雪
作
業
が
あ
る
の
を
知
っ
て
か
、
知
ら
な
い
で
か
、
セ
ッ

セ
と
雪
出
し
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
県
道
に
で
す
。

　
こ
の
と
き
は
県
道
の
ま
ん
中
で
も
雪
が
二
、
三
メ
ー
ト

ル
は
あ
り
ま
し
た
。
一
月
十
一
甘
か
ら
十
三
日
ま
で
の
三

日
間
は
二
夜
三
尺
」
余
り
ず
つ
の
降
雪
が
あ
っ
た
の
と

そ
れ
に
県
道
沿
い
の
人
た
ち
が
、
屋
根
の
雪
を
出
し
た
の

が
重
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
「
幹
線
農
道
を
通
れ

る
か
ら
」
、
　
「
み
ん
な
が
出
す
か
ら
」
な
ど
と
い
わ
れ
て

は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
車
が
通
る
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
懸
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓑
　
　
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

　
七
時
半
ご
ろ
ま
で
は
け
っ
こ
う
車
が
来
ま
し
た
。

　
　
「
十
日
町
へ
行
け
ま
す
か
の
オ
」
1
。

　
．
「
幹
線
農
道
を
回
っ
て
く
ん
ね
え
か
い
」
1
。

こ
ん
な
応
対
の
繰
り
返
え
し
が
続
き
ま
す
。

　
九
時
を
過
ぎ
る
と
十
五
分
に
一
台
く
ら
い
し
か
来
な
く

な
り
ま
し
た
。
行
き
来
す
る
の
は
雪
捨
て
の
ダ
ン
プ
四
台

だ
け
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
す
。

　
千
手
地
内
の
県
道
の
排
雪
作
業
は
、
中
島
町
側
と
高
原

田
側
か
ら
の
き
ょ
う
撃
作
戦
を
と
っ
て
い
ま
す
。
最
も
、

脇
に
道
が
な
い
た
め
こ
の
方
法
し
か
な
い
の
で
す
。
ロ
ー

タ
リ
ー
除
雪
車
一
台
と
ダ
ン
プ
四
台
が
双
方
に
配
車
さ
れ

て
い
ま
す
。
雪
の
捨
て
場
は
高
城
沢
と
北
原
の
堤
で
す
。

総
勢
四
十
人
が
こ
の
作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
十
時
ご
ろ
に
な
る
と
重
装
備
は
し
て
き
た
も
の
の
体
の

し
ん
ま
で
冷
え
込
み
、
足
の
先
が
痛
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
作
業
は
午
前
零
時
ま
で
黙
々
と
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

こ
で
や
っ
と
一
休
み
の
時
間
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
夜
間

作
業
は
な
か
な
か
た
い
へ
ん
で
す
。
作
業
は
明
け
方
ま
で

続
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
へ
ん
で
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
二
、
三
日
後
、
車
が
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
つ
か

の
ま
、
二
十
二
日
に
は
ま
た
も
や
一
メ
ー
ト
ル
を
超
す
雪

が
降
り
ま
し
た
。
ふ
た
た
び
千
手
地
内
の
県
道
は
ス
ト
ッ

プ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
始
め
の
こ
ろ
は
遠
慮
し
な
が

ら
県
道
に
雪
を
出
し
て
い
た
人
た
ち
も
、
こ
の
頃
は
、
堂

堂
と
出
す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
自
分
の
家
屋
の
雪
は
自

分
で
処
分
す
る
の
が
原
則
で
す
。
き
ち
ん
と
積
み
上
げ
る

な
ど
し
て
、
せ
め
て
バ
ス
く
ら
い
は
通
す
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。
県
道
が
通
れ

る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
町
道
は
除
雪
し
て
も
ら
え
な
い

の
で
す
。
病
人
や
そ
の
家
族
の
人
た
ち
は
不
安
の
毎
日
を

過
ご
し
て
お
い
で
で
す
。
み
ん
な
の
協
力
で
雪
を
克
服
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
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ド
ガ
ン
年
齢
の
人
は

毎
年
検
診
を

◎
ガ
ン
は
ど
う
し
て
で
き
る
の
か

伝
染
病
な
ど
は
、
外
か
ら
入
っ
て

き
た
病
原
菌
な
ど
に
よ
り
起
こ
り
ま

す
が
、
ガ
ン
は
、
自
分
の
体
の
中
の

正
常
な
細
胞
が
ガ
ン
細
胞
と
い
う
狂

っ
た
細
胞
に
よ
り
変
化
を
し
て
、
ど

ん
ど
ん
増
え
て
く
る
病
気
で
す
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
は
っ
き
り
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

　
　
　
　
が
、
①
化
学
物
質
、
②
放

蜘霧羅螺
射
線
、
③
ウ
イ
ル
ス
、
の

三
つ
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。◎

ガ
ン
は
早
期
発
見
が
決

　
め
手

　
早
期
ガ
ン
は
、
症
状
の

出
か
た
が
遅
い
の
で
、
自

分
の
知
ら
な
い
う
ち
に
体

の
ど
こ
か
で
ガ
ン
が
始
ま

っ
て
い
る
と
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
、

三
十
五
歳
過
ぎ
の
ガ
ン
年

齢
に
な
り
ま
し
た
ら
、
少

く
と
も
年
に
一
度
は
体
の

点
検
が
必
要
で
す
。

　
町
で
も
ガ
ン
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
の
と

こ
ろ
受
け
ら
れ
る
人
は
ほ

膨

だ
　
　
’
秦

慧
羨

○
。

　
　
　
軽

　
　
　
　
　
⊂

○　○
　　○

．
）
）o蔓

ん
の
一
部
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
胃
ガ
ン
の
検
診
は
春
と
秋
の
二
回
、

子
宮
ガ
ン
の
検
診
は
夏
の
は
じ
め
に

一
回
、
肺
ガ
ン
の
検
診
は
や
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
た
ば
こ
を
多
く
吸
っ
て

い
る
人
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
と

き
に
特
に
よ
く
診
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。　

ガ
ン
の
詳
し
い
検
査
方
法
は
、
胃

ガ
ン
は
、
X
線
、
内
視
鏡
（
カ
メ
ラ
）

細
胞
診
、
子
宮
ガ
ン
で
は
、
ス
メ
ア

に
よ
る
細
胞
診
、
肺
ガ
ン
で
は
、
X

線
と
疾
の
細
胞
診
が
病
院
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
早

く
み
つ
け
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
一
人
一
人
が
十
分
注
意
し
て
、
ガ

ン
に
よ
っ
て
生
命
を
失
う
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

骸
蓄
駿
暑
葛
き
骸

戸
籍
の
窓
か
ら

骸
暑
葛
骸
暑
骸
誉
犠
葛

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

野
上
真
理
子

保
坂
美
雪

佐
藤
正
人

登
坂
大
悟

山
岸
大
祐

高
橋
久
美
子

佐
藤
真
美

富
井
絵
理

北
村
公
太
郎

公正稔義勝正武孝正
男行　幸　道　藏一

長二長二長長長長長
男女女女男男男女女

田
中
町

田
中
町

高
原
田

岩
瀬

霜
　
条

二
女
発
電
所
通

長
女
藤
沢

二
女
上
　
野

長
男
　
山
野
田

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

福
崎
　
照
芳
　
寺
尾
　
　
六

野
澤
　
孝
次
　
野
　
口
　
　
六
〇

、
わ
捗

　
　
璽
贋

・
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
子

○
大
雪
の
奈
落
の
ご
と
き
街
を
行
く

○
平
ら
か
な
心
で
あ
り
し
毛
糸
編
む

寒
鴉
芥
囲
み
て
騒
ぐ
か
な

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

○
掛
け
か
え
て
炉
端
明
る
き
初
暦

氷
柱
掃
く
音
そ
れ
ぞ
れ
に
軒
の
朝

豪
雪
の
見
舞
電
話
や
夜
の
雪

小丸高星
林山橋名

リ操ツセ
ウ　ヤイ

金
子
権
三
郎

樋
口
　
孝
治

山
岸
　
キ
ク

星
名
　
オ
ト

貴
田
　
モ
ヨ

伊霜霜田岩中下神沖
　　　　　仙　社
友条条戸瀬田原町立

九九八八八七七七七
七〇五三〇九六五〇

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
…
・
－
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
千
手
地
区
】

○
栄
町
．
藤
田
隆
策
、
○
県
営
住
宅
・

本
田
雄
二
、
○
木
島
公
舎
・
大
久
保
由

夫
【
上
野
地
区

○
元
町
・
押
木
喜
策
、
○
下
平
新
田
・

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
寅
生

○
八
海
も
黒
姫
も
な
き
吹
雪
か
な

遅
れ
た
る
バ
ス
待
つ
人
に
雪
降
れ
る

お
く
れ
来
し
賀
状
に
雪
の
見
舞
か
な

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

初
市
の
賑
わ
い
も
な
く
降
り
暮
れ
ぬ

背
筋
這
う
寒
さ
や
雪
の
来
る
気
配

運
休
の
駅
舎
の
灯
影
暗
く
し
て

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
紅
葉

口
押
え
し
ま
き
く
る
雪
過
ぐ
る
待
つ

鉢
梅
の
盛
り
香
れ
る
二
一
百

《
評
》

「
奈
落
」
は
舞
台
下
の
穴
底
を
言
う
の
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齢
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沢
口
富
士
雄
、
○
小
根
岸
・
高
橋
菊
松

心
配
ご
と
相
談

・
2
月
n
日
…
…
…
橘
出
張
所

・
2
月
1
8
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
2
月
25
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

・
3
月
4
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

・
3
月
n
日
…
…
…
橘
出
張
所

　
、
．
燭
、
．
・
・
塞
乏
．
済
妻
罵
薫
強
畝
華
粥
ぞ

で
あ
る
が
雪
の
底
を
堀
り
出
し
た
よ
う

な
町
通
り
の
様
子
は
ま
さ
に
大
雪
と
い

う
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

「
八
海
も
黒
姫
も
な
き
」
は
見
な
れ
た

山
々
の
姿
も
見
え
ず
と
し
て
吹
雪
く
雪

の
き
び
し
さ
を
描
い
て
い
る
。

　
又
「
し
ま
き
」
は
雨
風
の
吹
き
荒
れ

る
様
を
言
う
が
こ
の
場
合
雪
と
い
う
こ

と
ば
を
入
れ
た
が
よ
い
。
目
を
押
え
、

口
を
押
え
は
説
明
が
過
ぎ
る
の
で
口
押

え
だ
け
で
表
わ
す
よ
う
に
し
た
。
自
分

で
だ
け
分
る
も
の
で
な
く
誰
で
も
が
読

ん
で
分
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。


